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室
町
幕
府
の
成
立
過
程
を
幕
府
官
制
の
側
面
か
ら
論
ず
る
場
合
、
幕
府
の
政
治
機
構
の
中
心
的
存
在
を
な
し
た
執
事
ー
管
領
制
度
史
か
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高
師
直
と
い
え
ば
、
『
太
平
記
』
に
お
い
て
伝
統
的
権
威
を
無
視
す
る
急
進
的
か
つ
悪
逆
・
非
道
の
人
間
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
現
存
の
発
給
文
書
に
徴
す
る
限
り
、
必
ず
し
も
か
か
る
性
格
を
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
師
直
に
関
す
る
一
般
的
認
識
は
や

や
も
す
れ
ば
、
か
か
る
太
平
記
的
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
師
直
を
当
時
の
正
確
な
史
料
に
拠
っ
て
再
検
討
す
る
必
要
は
こ
こ
に
も
あ
る
。

二
、
高
師
直
と
そ
の
一
族

高
氏
は
高
階
家
の
出
身
で
、
鎌
倉
期
よ
り
足
利
氏
の
根
本
被
官
と
な
り
、
代
々
そ
の
家
宰
で
あ
っ
た
。
父
師
重
は
右
衛
門
尉
を
称
し
、

貞
氏
・
尊
氏
父
子
の
執
権
・
御
内
侍
所
引
付
頭
人
を
経
た
人
物
で
、
師
直
は
そ
の
跡
を
継
い
だ
（
『
高
階
系
図
』
）
。
高
師
直
の
政
治
活
動
は

か
か
る
段
階
か
ら
始
ま
る
。
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
、
建
武
政
権
の
成
立
・
崩
壊
を
経
て
、
足
利
氏
は
室
町
暮
府
を
開
創
す
る
。
師
直
を
と
り

ま
く
政
治
的
情
況
は
短
期
間
の
う
ち
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
し
、
又
執
事
そ
の
も
の
の
性
格
も
そ
れ
に
相
応
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。

お
お
ま
か
に
言
っ
て
、
高
氏
一
族
の
活
動
は
観
応
擾
乱
ま
で
に
限
ら
れ
る
。

る。
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ら
迫
る
の
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
室
町
幕
府
将
軍
権
力
伸
長
の
挺
子
的
作
用
を
果
し
た
。
執
事
（
そ
の
後
身
と
み
な
さ
れ

る
管
領
）
は
将
軍
に
対
し
最
も
直
接
的
に
仕
え
る
点
に
そ
の
職
制
的
特
質
が
あ
る
。
本
稿
は
足
利
氏
の
家
宰
と
し
て
出
発
し
た
執
事
高
師

直
と
そ
の
一
門
が
幕
府
の
成
立
に
如
何
な
る
役
割
を
果
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
稲
府
成
立
の
過
程
を
跡
付
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
口
に
執
事
ー
管
領
制
度
史
と
い
っ
て
も
相
当
の
時
間
的
経
緯
を
含
む
の
で
あ
る
が
、
当
面
問
題
と
す
る
師
直
の

時
期
に
焦
点
を
あ
て
た
専
論
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。

(
2
)
 

私
は
先
に
将
軍
権
力
の
推
移
を
足
利
尊
氏
・
義
詮
の
時
期
に
限
っ
て
述
べ
た
。
本
稿
は
官
制
の
面
か
ら
こ
れ
に
照
応
さ
れ
る
も
の
で
あ



S
建
武
政
権
下
の
高
氏

建
武
政
権
下
の
高
氏
の
動
向
に
一
言
す
る
。
こ
の
期
に
お
け
る
関
係
史
科
は
極
め
て
少
な
い
。
次
項
に
掲
げ
る
若
干
の
師
直
発
給
文
書

の
外
、
断
片
的
史
料
に
拠
る
し
か
な
い
。
師
直
に
つ
い
て
は
、
建
武
元
年
八
月
改
組
の
八
番
制
雑
訴
決
断
所
結
番
交
名
の
中
に
三
番
職
員

（
信
連
）

と
し
て
、
又
『
這
宝
梅
松
論
』
に
「
窪
所
と
琥
し
て
土
佐
守
兼
光
・
大
田
大
夫
判
官
親
光
・
富
部
大
舎
人
頭
・
参
河
守
師
直
等
を
衆
中
と

(
5
)
 

し
」
た
と
い
う
個
所
に
そ
の
名
が
み
え
る
位
の
も
の
で
、
師
泰
に
し
て
も
、
改
組
前
の
四
番
制
雑
訴
決
断
所
結
番
交
名
（
「
比
志
島
文
書
」
）

(
6
)
 

の
四
番
職
員
と
し
て
の
所
見
の
み
で
あ
る
。
足
利
尊
氏
が
建
武
政
権
の
行
政
機
構
の
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
事
情
に
鑑
み
る
と
、
佐

藤
進
一
氏
の
指
摘
の
様
に
、
高
氏
は
足
利
氏
の
縁
者
上
杉
道
煕
と
と
も
に
主
家
の
利
害
を
建
武
政
権
内
に
体
現
す
る
尊
氏
の
代
官
的
性
格

を
持
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

＠
高
師
直
の
執
事
就
任

ま
ず
師
直
の
執
事
就
任
の
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
「
執
事
補
任
次
第
』
に
、

右
術
門
尉
師
重
法
名
辺
忍
息
建
武
三
年
補
任
。
至
観
応
二

高
武
蔵
守
師
直
年
十
六
入
1
年
。
号
真
如
寺
。

と
み
え
る
か
ら
、
月
日
は
不
明
な
が
ら
も
、
建
武
三
年
に
は
執
事
に
補
任
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
大
日
本
史
料
』
の
編
者
は
「
是
ヨ
リ
先
、

尊
氏
、
師
直
ヲ
シ
テ
既
二
執
事
ノ
職
務
ヲ
管
掌
セ
シ
ム
ト
雖
ド
モ
、
（
中
略
）
是
二
至
リ
テ
、
更
二
之
ヲ
任
命
セ
シ
ナ
ラ
ン
カ
」
と
註
記
し

(
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て
い
る
。

一
方
現
存
の
発
給
文
書
か
ら
み
よ
う
。
執
事
就
任
の
的
確
な
徴
証
を
み
い
だ
す
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
依
仰
執
達
如
件
」
な
る

定
型
の
奉
書
々
止
文
言
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
建
武
三
年
正
月
二
三
日
付
の
も
の
に
み
え
て
い
る
（
「
宝
積
寺
文
書
」
）
。
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以
後
、
同
形
式
の
奉
書
が
頻
出
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
師
直
の
将
軍
家
執
事
就
任
は
一
応
建
武
三
年
正
月
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
時
点
以
前
の
師
直
の
直
接
発
給
文
書
は
管
見
の
限
り
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
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①

元

弘

三

十

月

十

二

日

巻

数

請

取

写

(10) 

②
建
武
元
年
三
月
四
日
安
堵
書
下

(11) 

③
建
武
二
年
五
月
七
日
奉
書

④
建
武
二
年
六
月
三
日
感
状

⑤
建
武
二
年
十
二
月
二
十
六
日

(13) 

書
下

室
町
幕
府
の
施
政
方
針
と
行
政
機
構
が
確
定
し
た
建
武
三
年
を
も
っ
て
室
町
幕
府
成
立
の
時
期
と
み
る
説
は
現
在
有
力
で
あ
り
、
そ
れ

(14) 

な
り
の
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
説
に
従
う
な
ら
ば
前
掲
五
通
の
文
書
は
師
直
が
将
軍
家
の
執
事
に
な
る
以
前
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

又
、
他
の
諸
機
関
に
先
が
け
た
執
事
職
の
設
置
は
幕
府
開
創
期
の
官
制
史
上
特
筆
し
て
よ
い
。
①
は
祇
園
助
法
眼
の
巻
数
を
贈
れ
る
を
謝
し

た
も
の
、
②
は
日
向
国
々
富
庄
内
那
賀
郷
公
文
職
を
那
賀
盛
連
に
安
堵
せ
し
め
た
も
の
、
③
は
建
武
元
年
二
月
九
日
、
足
利
尊
氏
に
よ
っ
て
松

(15) 

尾
月
読
社
に
寄
進
さ
れ
た
門
司
関
内
田
三
町
・
畠
―
町
を
給
主
等
が
打
渡
さ
な
い
の
で
、
門
司
関
政
所
知
行
分
の
田
二
町
・
庶
子
等
分
の

(16) 

田
一
町
を
分
配
す
る
と
い
う
条
件
で
下
地
の
打
渡
を
命
じ
た
も
の
、
④
は
安
保
肥
前
権
守
の
四
条
河
原
に
お
け
る
軍
忠
を
褒
し
た
も
の
、

⑤
は
近
江
敏
満
寺
に
禁
制
を
授
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
を
通
し
て
窺
わ
れ
る
こ
と
は
‘
り
師
直
が
か
か
わ
り
を
も
っ
た
所
領

関
係
事
項
の
対
象
地
で
あ
る
日
向
国
々
富
庄
・
豊
前
国
門
司
関
は
い
ず
れ
も
募
氏
の
建
武
拝
領
の
恩
賞
地
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
師
直
の

立
場
が
あ
く
ま
で
も
足
利
氏
の
家
宰
と
し
て
で
あ
っ
た
こ
と
、
回
②
④
⑤
か
ら
推
し
て
、
そ
の
主
家
へ
の
家
産
的
服
属
関
係
は
直
状
発
給

を
許
す
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

(17) 

足
利
葬
氏
は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
直
後
の
元
弘
三
年
六
月
―
二
日
、
左
兵
衛
督
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
八
月
五
日
、
武
蔵
守
を
兼
ね
た
。

(18)

（

19) 

師
直
は
建
武
元
年
中
に
三
河
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
建
武
二
年
五
月
七
日
ー
同
年
六
月
三
日
の
間
に
武
蔵
権
守
に
移
．っ
た
。

四

一
方



り
高
師
直
の
動
向

五

こ
の
時
期
の
足
利
方
武
将
の
中
で
師
直
か
ど
の
程
度
の
地
位
に
い
た
か
を
測
る
好
史
料
が
あ
る
。
建
武
元
年
九
月
二
七
日
の
も
の
に
か

(20) 

か
る
「
足
利
尊
氏
行
幸
供
奉
随
兵
次
第
写
」
で
あ
る
。
本
文
書
は
尊
氏
の
賀
茂
社
行
幸
の
際
の
随
兵
の
参
詣
注
文
で
あ
る
が
、
三
河
前
司

(21) 

師
直
の
行
列
順
位
か
ら
窺
わ
れ
る
地
位
は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
三
河
権
守
か
ら
武
蔵
権
守
へ
の
官
途
の
移
行
が

師
直
の
権
限
強
化
・
地
位
向
上
を
伴
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

武
蔵
守
の
伝
統
的
権
威
は
南
北
朝
期
に
あ
っ
て
も
厳
存
し
た
で
あ
ろ
う
。
尊
氏
が
武
蔵
守
を
、
執
事
師
直
が
そ
の
権
官
を
称
し
た
裏
に

は
、
他
に
類
例
を
み
な
い
家
産
的
服
属
関
係
が
内
在
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
主
家
足
利
氏
が
稲
府
を
開
創
す
る
に
伴
い
、
執
事

自
体
の
性
格
も
推
移
す
る
。
室
町
幕
府
の
執
事
は
足
利
氏
の
そ
れ
の
擬
制
的
側
面
を
強
く
持
ち
、
執
事
そ
の
も
の
の
権
限
強
化
と
主
家
へ

の
家
産
的
服
属
関
係
強
化
が
同
時
に
図
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
将
軍
権
力
に
依
存
す
る
形
で
外
に
対
し
権
勢
を
ふ
る
う
余
地
は

(22) 

師
直
は
建
武
五
年
に
入
っ
て
早
い
時
期
に
武
蔵
守
に
任
官
す
る
。
こ
の
こ
と
は
師
直
の
幕
政
に
占
め
る
地
位
の
更
な
る
上
昇
を
意
味
す

る
で
あ
ろ
う
。

建
武
三
年
正
月
に
将
軍
家
執
事
の
実
質
を
備
え
た
高
師
直
の
政
治
的
動
向
を
考
え
た
い
。
こ
れ
以
降
、
観
応
二
年
二
月
の
高
一
族
滅
亡
ま

で
に
限
り
、
現
段
階
に
お
い
て
収
集
し
た
師
直
関
係
文
書
を
整
理
す
れ
ば
、
将
軍
家
御
教
書
一
四
二
通
、
軍
忠
状
•
著
到
状
証
判
二
六
通
、

書
下
三
通
、
書
状
一

0
通
、
幕
府
下
知
状
三
通
、
禁
制
・
下
文
各
一
通
、
総
計
一
八
六
通
を
得
る
。

こ
の
う
ち
将
軍
家
御
教
書
の
み
は
全
期
間
を
通
じ
て
発
給
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
時
期
的
な
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
。
将
軍
家
御
教
書

の
内
訳
は
、
施
行
状
七
四
通
、
引
付
頭
人
奉
書
一
九
通
、
所
領
関
係
以
外
の
奉
書
四
九
通
で
あ
る
。
将
軍
の
下
文
•
寄
進
状
を
宛
所
へ
取

り
次
い
だ
執
事
施
行
状
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
点
、
将
軍
の
所
領
宛
行
権
・
預
置
権
に
か
か
わ
っ
た
奉
書
を
発
し
て
い
る
点
は
注

高
一
族
と
室
町
猫
府
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）

十
分
に
あ
っ
た
。



意
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

引
付
頭
人
奉
書
の
存
在
は
師
直
の
引
付
頭
人
在
職
の
挙
証
で
あ
る
。
佐
藤
進
一
氏
は
建
武
三
年
1
観
応
二
年
に
お
け
る
引
付
頭
人
の
一

(23) 

覧
表
を
掲
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
師
直
の
在
職
期
間
は
建
武
三
年
ー
同
四
年
、
康
永
三
年
ー
貞
和
四
年
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
幕

府
の
実
質
的
な
成
立
の
時
期
と
、
直
義
排
除
の
準
備
期
間
と
で
も
い
う
べ
き
時
期
を
中
心
に
在
職
し
て
い
る
。

こ
の
様
に
執
事
は
引
付
頭
人
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
職
制
で
あ
る
か
ら
、
同
時
期
の
引
付
方
に
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
佐
藤
氏
は

(24) 

引
付
方
の
成
立
を
建
武
三
年
と
推
定
さ
れ
た
。
頭
人
の
出
身
階
層
は
足
利
一
門
及
び
被
官
、
足
利
一
門
以
外
の
有
力
守
護
で
あ
る
。

先
に
佐
藤
氏
は
鎌
倉
幕
府
の
訴
訟
制
度
研
究
の
中
で
引
付
方
に
ふ
れ
、
引
付
制
度
の
支
持
者
が
御
家
人
階
級
で
あ
っ
た
事
を
指
摘
さ
れ

(25) 

た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
卓
見
で
あ
る
。
室
町
幕
府
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
即
ち
、
在
地
武
士
層
は
自
ら
の
直
接
服
属
関

係
に
あ
る
守
謹
を
引
付
頭
人
と
し
て
幕
政
、
と
り
わ
け
利
害
の
激
し
く
対
立
す
る
所
務
相
論
処
理
の
担
当
者
へ
と
送
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
所
領
拡
大
の
意
図
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
将
軍
と
武
士
層
と
の
力
関
係
は
所
務
相
論
に
お
け

る
将
軍
専
断
と
引
付
機
能
と
の
拮
抗
に
置
き
か
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
引
付
方
の
縮
小
・
廃
絶
は
将
軍
独
裁
権
の
強
化
と
表
裏
し
て
い

た
。
佐
藤
氏
は
観
応
二
年
ま
で
の
直
義
執
政
期
間
に
引
付
方
の
編
成
替
え
が
、
い
康
永
三
年
回
貞
和
五
年
り
観
応
二
年
の
三
度
に

(26) 

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
所
論
を
た
ど
る
と
、
五
番
制
か
ら
出
発
、
い
の
時
点
で
五
番
制
を
編
成
替
え
し
、
同
時
に
三

方
制
内
談
を
併
設
し
た
。
回
の
時
点
で
三
方
制
内
談
か
廃
止
さ
れ
、
五
番
制
引
付
が
復
権
し
、
又
い
の
時
点
以
降
頭
人
の
顔
ぶ
れ
が
一
変

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
三
度
目
の
編
成
替
え
を
認
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
こ
こ
ま
で
は
五
番
制
が
存
続
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
佐
藤
氏
は
観
応
二
年
六
月
を
界
と
し
て
引
付
頭
人
奉
書
が
全
く
消
え
、
義
詮
の
御
判
御
教
書
が
こ
れ
に
か
わ
る
こ
と
、
同
年

1
0月
の
申
状
の
「
此
間
不
置
設
管
領
、
自
賦
被
遣
奉
行
条
違
例
」
と
い
う
史
料
所
見
（
「
東
大
寺
文
書
」
）
を
あ
げ
て
、
引
付
方
廃
止
を
論

(tjj
カ

）

（

頂

茂

力

）

断
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
園
太
暦
』
文
和
元
年
五
月
一
日
条
に
み
え
る
「
自
今
日
欺
武
家
執
行
雑
務
引
付
、
高
駿
河
入
道
・
大
高
伊
豫
前
守

(27) 

重
成
、
為
両
頭
人
行
之
云
々
」
と
い
う
記
事
を
あ
げ
て
、
引
付
方
復
活
の
挙
証
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

高

一
族
と
室
町
猫
府
（
森

一/¥
 



所
務
沙
汰
関
係
以
外
に
師
直
が
将
軍
の
仰
を
奉
ず
る
形
で
か
か
わ
り
を
持
ち
え
た
事
項
は
多
岐
に
亘
る
。
建
武
三
年
正
月
二
三
日
、
山

城
国
大
山
崎
宝
積
寺
内
に
お
い
て
、
軍
勢
・
甲
乙
人
が
狼
藉
を
働
く
こ
と
を
禁
じ
た
し
（
「
宝
積
寺
文
書
」
）
、
西
下
し
た
足
利
軍
の
再
上
洛

の
た
め
に
同
年
三
月
―
二
日
、
祢
寝
清
成
に
対
し
大
隅
国
津
々
浦
々
の
兵
船
の
調
達
を
命
じ
た
（
「
新
絹
祢
寝
正
統
系
図
二
」
）
。
又
同
年
卯

月
三
日
、
肥
後
国
阿
蘇
社
大
宮
司
補
任
を
前
に
し
て
、
阿
蘇
大
宮
司
太
郎
入
道
に
子
孫
の
中
か
ら
挙
申
さ
せ
（
「
阿
蘇
文
書
」
）
、
同
四
年
九

月
一

0
日
、
宗
像
大
宮
司
氏
範
に
対
し
、
同
社
造
営
の
日
時
勘
文
を
遣
わ
し
精
誠
を
致
さ
し
め
た
（
「
宗
像
文
書
」
）
。
列
挙
す
る
に
逍
な
い

が
、
こ
の
他
に
大
嘗
会
米
•
関
所
・
神
馬
献
納
·
役
夫
工
米
停
止
・
譲
位
用
途
催
促
等
々
に
亘
っ
て
幅
広
い
政
務
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

多
様
の
奉
書
発
給
は
、
後
任
執
事
仁
木
頼
章
・
細
川
清
氏
ら
の
場
合
と
相
違
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
か
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
足

利
一
門
を
中
心
と
す
る
室
町
幕
府
政
治
機
構
が
制
度
的
・
機
能
的
確
立
を
遂
げ
る
以
前
に
あ
っ
て
は
、
足
利
氏
の
家
宰
た
る
執
事
の
本
源

的
性
格
が
払
拭
さ
れ
ず
、
そ
の
故
に
私
的
な
形
で
将
軍
権
力
に
か
か
わ
り
を
持
つ
部
分
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

(
2
8
)
(
2
9
)
 

佐
藤
氏
は
師
直
が
貞
和
二
年
正
月
以
前
か
ら
観
応
二
年
二
月
ま
で
の
間
、
武
蔵
国
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
書
下
一

(30) 

通
、
下
文
一
通
は
そ
の
徴
証
で
あ
る
。

こ
の
期
の
幕
府
が
鎌
倉
幕
府
的
色
彩
を
濃
く
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
尊
氏
、
降
っ
て
は
師
直
が
北
条
得
宗
家
ば
り
の
武
蔵
守
の
官
途
に

(31) 

執
着
し
、
師
直
に
至
っ
て
は
関
東
下
知
状
と
酷
似
し
た
文
書
形
式
を
と
る
幕
府
下
知
状
を
発
給
し
て
い
る
点
に
も
み
ら
れ
る
。

師
直
の
動
向
の
う
ち
、
今
―
つ
注
目
す
べ
き
は
そ
の
軍
事
的
側
面
で
あ
る
。
尊
氏
・
直
義
の
二
頭
政
治
体
制
下
、
建
武
三
年
一

0
、
一

一
月
頃
よ
り
幕
政
の
中
心
は
直
義
に
移
り
、
軍
事
指
揮
権
も
実
質
的
に
は
直
義
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
が
羽
下
徳
彦
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

(32) 

た
。
し
か
し
、
直
義
は
多
く
の
軍
勢
催
促
状
．
感
状
を
発
し
て
自
ら
の
軍
事
指
揮
権
を
発
動
す
る
が
、
観
応
擾
乱
の
勃
発
ま
で
に
限
れ
ば
、

わ
れ
る
。

足
利
直
義
の
率
い
る
幕
府
の
民
事
裁
判
機
構
に
、
執
事
師
直
は
引
付
方
頭
人
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
義
の
「
統
治
権
的
支

配
権
」
を
将
軍
尊
氏
に
つ
な
ぎ
と
め
、
幕
府
内
部
の
分
裂
を
抑
止
し
、
ひ
い
て
は
将
軍
権
力
へ
と
収
束
さ
せ
る
政
治
的
位
置
に
い
た
と
思

高
一
族
と
室
町
幕
府
（
森
）

七



③
 

②
 

條
府
の
軍
事
力
を
実
体
的
に
測
る
指
標
の
ひ
と
つ
は
動
員
可
能
な
軍
勢
数
で
あ
る
。
北
朝
公
家
の
記
録
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
軍

勢
数
を
記
し
た
個
所
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
。
（
傍
線
筆
者
）

『
園
太
暦
』
観
応
元
年
七
月
二
十
八
日
条

今
朝
聞
、
左
馬
頭
義
詮
朝
臣
・
武
蔵
守
師
直
等
発
向
、
其
勢
四
五
百
騎
云
々
、
去
夜
丑
刻
出
門
、
可
宿
江
州
云
々

①
 

高
一
族
と
室
町
篠
府
（
森
）

(33) 

将
士
の
著
到
状
・
軍
忠
状
に
対
す
る
直
義
の
証
判
の
実
例
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
現
存
文
書
に
拠
る
限
り
、
元
弘
三
年
よ
り
見
ら
れ

る
尊
氏
の
証
判
は
建
武
三
年
に
至
っ
て
消
滅
し
、
代
っ
て
高
師
直
・
師
泰
・
師
冬
の
証
判
が
散
見
す
る
。
従
っ
て
軍
功
認
定
権
は
尊
氏
か

ら
師
直
ら
に
委
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
直
義
が
掌
握
し
た
か
に
み
え
る
軍
事
指
揮
権
は
煎
功
地
宛
行
を
尊
氏
に
、
そ
し
て
軍
功
認

定
を
師
直
ら
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
的
な
権
限
と
し
て
完
結
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
こ
う
し
て
稲
府

の
い
わ
ゆ
る
二
頭
政
治
は
将
軍
尊
氏
中
心
に
運
営
さ
れ
、
体
制
を
維
持
で
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
稿
で
若
干
ふ
れ
た

(34) 

と
こ
ろ
が
あ
る
。

い
は
後
継
者
義
詮
）
と
共
に
す
る
点
で
あ
る
。

次
に
当
時
の
諸
記
録
に
散
見
す
る
師
直
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て
み
よ
う
。
佐
藤
氏
は
幕
府
の
兵
力
が
将
軍
直
轄
軍
団
と
地
方
軍
団
と
に

よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
こ
と
、
足
利
氏
所
緑
の
地
域
の
軍
団
は
准
直
轄
軍
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
一
体
的
に
将
軍
の
直
轄
軍
団
長
師
直
が
統
括

(35) 

し
、
硲
府
の
軍
事
力
を
形
成
し
た
こ
と
、
を
指
摘
さ
れ
た
。
師
直
の
軍
事
行
動
の
特
徴
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
将
軍
（
或

又
尊
氏
の
寺
社
参
詣
に
逗
従
し
た
例
も
随
所
に
み
え
る
。
執
事
が
将
軍
の
親
衛
隊
長
た
る

所
以
で
あ
る
。『

同
』
同
年
八
月
二
十
日
条

後
聞
、
義
詮
朝
臣
・
師
直
等
戌
刻
京
著
、
直
向
将
軍
亭
、
不
及
院
参
、
義
詮
朝
臣
赤
地
錦
鎧
直
垂
、
不
帯
申
冑
、
師
直
褐
鎧
直

垂
、
不
帯
弓
矢
、
其
勢
―
二
百
騎
賊
、
昨
今
連
々
上
洛
云
々
、

『
同
』
同
年
十
月
二
十
八
日
条

八

（
下
略
）



⑦
 
⑥
 
⑤
 
④
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九

伝
聞
、
今
暁
卯
刻
将
軍
進
発
、
主
人
小
具
足
、
帯
弓
箭
、
武
蔵
守
師
直
以
下
帯
甲
冑
相
従
、
其
勢
四
五
百
騎
敗
云
々
（
下
略
）

『
同
』
観
応
二
年
二
月
八
日
条

伝
聞
、
東
国
軍
勢
数
千
騎
上
洛
、
是
上
椙
民
部
大
輔
憲
顕
舎
弟
引
率
云
々

『
同
』
延
文
四
年
十
二
月
二
十
日
条

伝
聞
、
今
暁
寅
刻
出
門
、
将
軍
帯
甲
冑
弓
箭
‘
其
勢
二
千
騎
許
也
、
（
下
略
）

『
同
』
同
年
十
二
月
二
十
六

B
条

（右）

今
日
仁
木
左
京
大
夫
義
長
発
向
南
方
、
其
勢
一
族
以
下
五
百
騎
許
云
々

『
師
守
記
』
貞
治
三
年
八
月
二
十
五
日
条

（

時

氏

）

山
名
伊
豆
前
司
自
美
作
国
上
洛
、
武
家
一
族
也
、
（
中
略
）
豆
州
依
雑
熱
事
、
乗
張
輿
密
々
入
京
云
々
、
五
百
騎
許
有
之
云
々

も
と
よ
り
公
家
の
伝
聞
で
あ
る
か
ら
、
正
確
さ
を
期
し
が
た
い
が
、
お
お
よ
そ
の
動
員
軍
勢
数
は
把
握
可
能
で
あ
る
。
個
々
の
史
料
の

歴
史
背
景
は
す
べ
て
割
愛
す
る
が
、
①
が
濃
州
凶
従
退
治
出
発
時
の
も
の
、
②
が
京
都
帰
還
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
付
言
す
る
。

①
③
⑤
は
僻
府
の
動
員
兵
力
、
④
⑥
⑦
は
足
利
一
門
、
乃
至
外
様
有
力
守
護
の
動
員
兵
力
を
示
す
。
こ
の
う
ち
④
は
東
国
の
数
個
国
の
軍

勢
数
と
み
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
こ
れ
ら
か
ら
、
足
利
一
門
の
守
護
（
外
様
有
力
守
護
を
も
含
め
て
）
の
動
員
可
能
な
軍
勢
数
は
五
百
騎

あ
ま
り
で
あ
る
こ
と
、
幕
府
に
よ
る
徴
発
の
場
合
、
難
氏
期
に
あ
っ
て
は
足
利
一
門
の
場
合
と
た
い
し
た
相
違
が
な
い
が
、
義
詮
期
で
は

数
倍
に
膨
脹
し
て
い
る
こ
と
、
を
知
り
う
る
。
将
軍
権
力
の
強
化
が
直
轄
軍
の
増
大
と
地
方
守
護
に
対
す
る
徴
発
権
強
化
を
伴
っ
た
こ
と

に
由
る
も
の
で
あ
る
。
②
は
合
戦
終
了
後
の
帰
還
軍
勢
数
で
あ
る
か
ら
、
稲
府
軍
の
外
延
的
部
分
を
除
い
た
、
直
轄
軍
の
数
と
み
て
い
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
師
直
の
執
事
在
任
期
に
含
ま
れ
る
の
は
①
ー
④
に
限
ら
れ
る
。
師
直
の
統
轄
に
服
し
た
軍
勢
は
以
上
か
ら
す
れ
ば
、

五
百
位
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

お
お
ま
か
な
こ
と
し
か
言
え
な
い
が
、
こ
の
五
百
の
数
の
中
に
数
個
の
地
方
守
護
の
兵
力
が
包
含
さ
れ



て
直
状
を
発
し
て
い
る
。

高
一
族
と
室
町
猫
府
（
森
）

る
と
は
考
え
が
た
＜
、
同
時
期
の
幕
府
の
兵
力
は
将
軍
直
轄
軍
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
一
言
付
言
す
る
な
ら
ば
‘

③
に
み
え
る
「
主
人
」
と
い
う
言
い
方
は
、
将
軍
尊
氏
に
対
す
る
執
事
師
直
の
立
場
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。

⇔
高
師
泰
の
動
向

(39) 

(36)

（

37) 

高
師
泰
は
師
直
の
弟
で
あ
る
。
官
途
は
尾
張
権
守
で
出
現
し
、
尾
張
守
を
経
、
ま
も
な
く
越
後
守
に
転
じ
、
観
応
二
年
二
月
斬
殺
さ
れ

る
ま
で
続
く
。
『
高
階
系
図
』
に
は
刑
部
丞
の
官
途
が
付
さ
れ
て
い
る
。
又
、
佐
藤
氏
は
師
泰
が
河
内
・
和
泉
・
尾
張
・
越
後
の
守
護
を
歴

任
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

師
泰
の
発
給
文
書
を
整
理
す
る
と
、
著
到
状
・
軍
忠
状
証
判
三
三
通
、
侍
所
職
員
と
し
て
の
連
署
奉
書
六
通
、
奉
書
四
通
、
書
下
一
―

通
、
書
状
三
通
、
禁
制
一
通
、
総
計
五
八
通
を
得
る
。

現
存
文
書
に
拠
る
限
り
、
師
泰
は
侍
所
頭
人
と
し
て
の
軍
功
認
定
と
、
幕
命
の
施
行
を
中
核
と
し
、
更
に
自
ら
の
守
護
任
国
外
に
対
し

(41)

（

42) 

侍
所
頭
人
初
任
期
は
建
武
三
年
と
さ
れ
て
き
た
が
、
す
で
に
建
武
二
年
末
か
ら
在
任
し
て
い
る
。
建
武
二
年
一

0
月
ー
暦
応
二
年
、
貞

和
五
年
に
み
ら
れ
る
総
計
三
三
通
の
証
判
は
師
泰
の
軍
功
認
定
者
的
側
面
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
現
存
の
証
判
例
は
建
武

三
年
に
ほ
と
ん
ど
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
師
泰
の
軍
功
認
定
権
が
尊
氏
の
鎮
西
敗
走
か
ら
西
国
に
お
け
る
勢
力
挽
回
の
歴
史
過

程
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
建
武
三
年
三
月
を
機
に
消
滅
す
る
将
軍
葬
氏
の
こ
の
権
限
は
、
か
か
る
戦
時
状
況
に
あ

っ
て
師
泰
に
も
分
掌
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
兄
師
直
も
同
様
な
証
跡
を
残
し
て
い
る
が
、
現
存
史
料
に
徴
す
る
限
り
再
上
洛
の

た
め
西
国
軍
勢
の
組
織
化
に
む
け
て
最
も
活
動
の
跡
を
み
せ
て
い
る
の
は
師
泰
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。

(43) 

尊
氏
の
嫡
子
義
詮
の
幕
政
参
画
は
直
義
の
権
限
を
排
除
す
る
形
で
進
行
し
、
所
謂
観
応
擾
乱
を
惹
起
す
る
契
機
と
な
っ
た
が
、
擾
乱
の

余
波
は
九
州
に
も
及
び
複
雑
な
政
治
状
況
を
生
む
。
長
門
探
題
と
し
て
下
向
し
た
足
利
直
冬
の
権
勢
は
貞
和
五
年
頃
最
高
潮
に
達
し
、
尊

1
0
 



続いて師泰の書下の事例も表示する。

④ ③ ② ① 

嘉
暦 建
応 武 年

四 元

同 十 十 七 月

五
十 四 日
七

日 淡

' 
和
宛根 輪 田

野

塁
重 清
塁所継 頼

兵ヽ 丘”’‘ 
三刀国 祢清多

和
根 根 田

闊喜 茂
屋頼 実

と と 惣に を
し し 地令 し
て て 頭し て 内
‘職

日 淡 を目 速
根 輪 押 黒太 成
野 重 就

塁
継 妨する 郎左 院
に を

に 和 停を 衛門 替
和 泉 固
泉 南 めと せ
国 畠 ‘と し日 諏も む
根 郡 方に
野 御 部

ヽ

村 佃 扶重 雲出

｀ 
半
分 に国
を 渡付 雲大 容

半 預
分 ＜。
せし 寺雑掌を

預

＜。 ビの
同

日 淡
出根 輪 刀 浦

野 斎 屋 斎
盃 盃 典

(44)

（

45) 

氏
の
命
を
受
け
た
師
泰
は
観
応
元
年
六
月
ニ
―
日
、
直
冬
追
討
の
院
宣
を
奉
じ
、
ま
ず
石
見
に
向
け
て
京
を
発
す
る
。
「
於
鎮
西
猛
勢
」
を

(46
)
 

ふ
る
う
直
冬
討
伐
の
軍
旅
は
師
泰
に
と
っ
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
以
降
の
い
き
さ
つ
は
す
べ
て
省
略
す
る
が
、
要
す
る
に
師
泰
の
軍
事

行
動
の
特
徴
は
幕
府
の
軍
勢
大
将
た
る
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
師
泰
が
幕
命
を
受
け
て
発
給
し
た
奉
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(47
)
 

佐
藤
進
一
氏
は
師
泰
が
康
永
三
年
中
に
引
付
頭
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
貞
和
三
年
―
二
月
よ
り
同
五
年
八
月
ま
で
和
泉
国
守
護
在
任
が
推

-48) 

定
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
前
表
の
②
は
師
泰
の
引
付
頭
人
在
職
の
徴
証
と
み
な
す
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
③
④
は
半
済
令
立
法
化

以
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
‘
和
泉
国
守
護
師
泰
の
将
軍
権
力
に
近
接
し
た
権
限
行
使
と
み
ら
れ
、
又
①
は
侍
所
頭
人
と
し
て
の
権
限
か
ら
派

生
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

高
一
族
と
室
町
幕
府
（
森
）



⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

観 貞 貞 貞 貞 貞 貞 康 暦 暦 建
応 和 和 和 和 和 和 永 応 応 武 年
元 五 五 四 四 五

九 七 正 十 七
十 十

卯 四 月

十 十 九 十 十
十 晦 七 十 十 七 十 日

大 源 剛 日 日 衛丸 左佐 ヘ 源 宗円 満
和 誓根 根 門山 衛々

源
暁 光

宛

野 野 尉五
尉門 布次 清

消
禅寺長

願
蔵 清 衆: 成.on. 慶 保 所
人 保 徒 治 郎 保 師老 寺

せ大 遠 河 日 槌幕 主遠 る備 母遠 源 尾 名摂
し和 江 内 根 丸府 入江 を後 木江 喜 張 を津め蔵 国 剛 野 城の

道の 蒲国 聞国 六国
円 注満

‘人 蒲 塁時 を命
き吉 郎蒲 に 光 進願

そに 御 盛 警を 検御 て備 入御 遠 寺 せ寺
の令 厨 の を 固奉 校厨 令‘ 宮津

道厨 江 に しに
請し， 祈 し せじ 職検 円検 国 むお 内
取て 藤 て して 内校 しの 心校 蒲 守 ゜け
状‘ 巻 む‘ 田清 て供 跡清 御 護 る

進を 津島 保
数 和 南 畠保 こ菜 屋保 厨 の 武
に を 泉 軍 をの れ人 敷の 惣 続 士

め資 A "Tl 贈 槌 を 押訴 をの 田歎 検 を
し久 し り 丸 討

妨す によ 止漁
畠 ［申 校 止 甲

むに て し 城 た む船 をに 職 め 乙
゜長

ヽ
に を ん る り ゜に 寄よ を て 人

i 
同
答 筈 と を

ヽ
依 進り 靡 冒 の

喜ズ 固 し 止丸 り す゚ ‘ 乱

＇ 
せ ‘め山 神 収 せ 萩 入
し 日 ‘五 輿 公 し 園 狼

五 鯰 根
れこ 左郎

を す t{ 村 藉

塁 野 動 る を を
の

盛 を衛 か と 畠 禁
年

衛 只- 治 清門 し ~ ― じ
門
を

に 保尉 て ろ せ 、 ク合

の ＾ ., にに 嗽 の し
廷、土

旧 進 し 交付 令し
訴 検 鯰 背

領
済

て せ 校 の
せ
を
し

和 せて ん 職 盟

盈鯰 畠し‘ と 内 の
む座 す 多 交

喜 『
剛
同
日 喜 浄

同 喜 妙
満
出

琳 根 土 輿 願
旧 寺 野 社 寺 社 寺 寺
記
斎盃右

文
盃 盃 右

文 文 文
典

書 書 書 書

高
一
族
と
室
町
陥
府
（
森



高
一
族
と
室
町
猫
府
（
森

こ
の
う
ち
、
②
⑦
⑧
⑨
は
師
泰
の
守
護
任
国
に
お
け
る
職
権
行
使
で
あ
る
。
他
は
検
討
を
要
す
る
。
ま
ず
③
④
⑥
⑩
は
い
ず
れ
も
伊
勢

内
宮
領
遠
江
国
蒲
御
厨
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
と
に
菊
池
武
雄
氏
は
同
御
厨
の
領
有
関
係
の
変
遷
を
論
じ
、
師
泰
の
有
す
る
所
職
を

(49) 

地
頭
職
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
書
下
に
「
可
抽
御
祈
蕎
之
忠
勤
」
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
点
、
師
泰
の
蒲
検
校
に
対
す
る
巻
数
請

取
二
通
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
或
い
は
蒲
神
社
が
師
泰
の
祈
認
所
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
①
⑤
は
侍
所
に
関
係
し
た
権
限

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑪
は
守
護
と
し
て
の
闘
所
地
処
分
権
に
基
づ
く
給
与
行
為
と
は
み
れ
ず
、
猫
府
権
力
に
依
拠
し
た
師
泰

の
広
域
支
配
権
を
窺
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

師
泰
に
も
師
直
同
様
、
急
進
的
か
つ
悪
逆
・
非
法
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
漂
っ
て
い
る
。
師
直
・
師
泰
の
専
横
ぶ
り
と
、
彼
ら
の
支
持
母
体

を
な
し
た
と
言
わ
れ
る
畿
内
の
小
領
主
層
と
の
結
び
つ
き
を
あ
げ
つ
ら
う
時
、
よ
く
引
か
れ
る
の
が
、
次
に
示
す
『
園
太
暦
』
貞
和
四
年

二
月
五
日
条
で
あ
る
。

（
中
原
）

天
陰
、
今
日
船
部
頭
師
香
来
、
寮
領
河
州
大
庭
為
兵
根
料
所
、
師
泰
濫
妨
之
上
、
宛
賜
軍
勢
等
云
々
、
此
事
此
間
謳
歌
事
也
、
然
而
非

勅
裁
、
非
武
家
下
知
、
只
師
泰
成
敗
欺
如
何
、

「
為
兵
根
料
所
（
中
略
）
宛
ー
賜
軍
勢
等
」
う
行
為
は
観
応
三
年
室
町
稲
府
に
よ
っ
て
立
法
化
さ
れ
る
半
済
令
以
前
の
、
新
儀
非
法
の
一

形
態
で
あ
る
。
島
田
次
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
兵
根
料
所
設
定
は
建
武
三
年
以
来
か
な
り
の
事
例
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
前
掲

史
料
の
場
合
、
河
州
大
庭
荘
を
兵
根
料
所
と
し
た
師
泰
の
立
場
が
、
河
内
国
守
護
と
し
て
か
、
或
い
は
幕
府
要
人
と
し
て
か
を
弁
別
す
る

(52) 

の
は
困
難
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
幕
府
権
力
を
背
景
と
す
る
河
内
国
守
護
の
立
場
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
う
。

室
町
幕
府
法
を
披
見
す
れ
ば
、
そ
の
前
半
部
の
大
半
を
寺
社
本
所
領
の
保
全
に
関
す
る
法
令
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
集
中
の
期
間

が
奇
し
く
も
足
利
匝
義
の
政
道
辞
退
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
立
法
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
直
義
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



困
高
師
冬
の
動
向

(53) 

高
師
冬
は
高
師
行
の
子
で
師
直
の
猶
子
と
な
る
。
血
縁
的
に
は
師
直
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
官
途
は
ま
ず
暦
応
二
年
六
月
―
一
日
奉
書

(54) 

の
署
判
に
参
河
守
と
み
え
、
貞
和
元
年
八
月
以
前
、
播
磨
守
に
移
る
。
佐
藤
氏
は
師
冬
の
伊
賀
・
武
蔵
両
国
守
護
在
任
の
事
実
と
期
間
を

(55) 

考
証
さ
れ
た
。

(56) 

師
冬
か
た
て
こ
も
っ
た
甲
斐
国
須
沢
城
陥
落
（
観
応
二
年
正
月
一
七
日
）
ま
で
、
師
冬
の
関
係
文
書
を
整
理
す
る
と
、
著
到
状
・
軍
忠

状
証
判
一
五
通
、
奉
書
一
四
通
、
書
下
一
通
、
願
文
一
通
、
書
状
四
通
、
総
計
三
五
通
を
得
る
。

師
冬
の
活
動
は
お
お
づ
か
み
に
言
っ
て
、
幕
府
の
東
国
鎮
撫
の
拠
点
1
1
鎌
倉
府
に
お
け
る
執
務
と
、
北
畠
親
房
の
指
揮
す
る
常
陸
南
軍

(57) 

攻
略
の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
当
然
、
舞
台
は
東
国
に
限
定
さ
れ
る
。

(58) 

師
冬
の
第
一
次
関
東
下
向
の
時
期
に
つ
い
て
、
渡
辺
世
祐
氏
は
『
鎌
倉
大
日
記
』
に
従
い
、
暦
応
三
年
と
さ
れ
、
佐
藤
氏
は
暦
応
二
年

(

5

9

)

(

6

0

)

 

秋
と
さ
れ
た
。
佐
藤
氏
の
指
摘
は
典
拠
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
東
国
に
関
係
し
た
師
泰
発
給
文
書
の
所
見
か
ら
の
判
断
で
あ
ろ
う
。

関
東
に
お
け
る
師
冬
の
動
向
は
鎌
倉
府
の
問
題
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
。

鎌
倉
府
を
制
度
史
・
政
治
史
両
面
に
亘
っ
て
詳
説
し
た
大
著
『
隅
凜
足
利
時
代
之
研
究
』
を
著
わ
さ
れ
た
。
ま
さ
に
室
町
時
代
関
束
史
研
究

の
金
字
塔
と
も
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
の
一
節
で
鎌
倉
府
の
有
し
た
権
限
に
ふ
れ
、
史
料
を
博
捜
し
て
各
種
の
権
限
を
抽
出

さ
れ
て
い
る
が
、
時
間
的
推
移
、
言
い
換
え
れ
ば
府
そ
の
も
の
の
展
開
過
程
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
平
面
的
に
羅
列
し
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
留
意
し
、
南
北
朝
期
鎌
倉
府
の
地
方
政
治
権
力
と
し
て
の
特
質
を
中
央
と
の
関
係
の
中
で
論
じ
ら
れ
た
の
が
伊
藤
喜
良
氏
で
あ

に
包
含
さ
れ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

高
一
族
と
室
町
稲
府
（
森
）

つ
と
に
渡
辺
世
祐
氏
は
室
町
時
代
の
歴
史
過
程
を
通
し
て

し
か
る
に
、
尊
氏
が
直
義
の
没
後
す
ぐ
に
半
済
令
（
新
儀
非
法
の
制
度
化
）
を
発
し
た
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
師
泰
の
か
か
る
行
為
は
本
源

的
に
は
葬
氏
へ
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
一
見
暴
走
の
如
き
師
泰
の
動
向
も
将
軍
尊
氏
の
政
治
的
体
質
の
中

一
四



ゞ

〇＜
 ゜
、つ

(61) 
る
。
以
下
、
伊
藤
氏
の
研
究
成
果
を
参
考
と
し
て
、
師
冬
の
動
向
に
視
点
を
し
ぼ
り
た
い
。

伊
藤
氏
の
指
摘
の
う
ち
で
、
師
冬
関
係
の
部
分
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

詮
で
あ
る
。

一
五

①
師
冬
は
鎌
倉
府
前
執
事
斯
波
家
長
の
軍
事
指
揮
権
を
継
承
し
た
。
家
長
奉
書
に
み
え
る
「
仰
」
の
主
体
は
、
鎌
倉
府
の
幼
主
足
利
義

②
鎌
倉
府
前
執
事
斯
波
家
長
に
安
堵
権
を
認
め
る
の
は
問
題
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
地
頭
御
家
人
に
対
す
る
安
堵
権
は
幕
府
が
掌
握
し

て
い
た
。
幕
府
に
あ
っ
て
関
東
十
ヶ
国
に
つ
い
て
の
安
堵
権
の
掌
握
者
は
足
利
直
義
で
あ
る
。

③
鎌
倉
府
執
事
は
鎌
倉
府
の
裁
許
制
度
に
一
定
の
役
割
を
果
し
て
い
た
。

④
鎌
倉
府
執
事
は
建
武
四
年
ま
で
は
一
人
制
、
そ
し
て
少
な
ぐ
と
も
暦
応
三
年
以
後
二
人
制
と
な
る
。

⑤
鎌
倉
府
執
事
二
人
制
は
幕
府
の
二
頭
政
治
の
地
方
的
反
映
で
あ
り
、
師
冬
は
事
務
的
に
多
く
尊
氏
の
権
限
に
携
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ

⑥
鎌
倉
府
執
事
の
発
給
文
書
か
ら
捕
出
さ
れ
る
鎌
倉
府
の
権
限
は
軍
事
指
揮
権
、
所
領
預
置
を
主
柱
と
し
、
寺
社
興
行
権
が
こ
れ
に
つ

極
め
て
厳
密
な
考
証
に
基
づ
い
た
立
論
で
あ
り
、
あ
ま
り
付
加
す
る
も
の
を
持
た
な
い
が
、
気
付
い
た
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
①
で
斯
波
家
長
奉
書
の
「
仰
」
の
主
体
を
義
詮
と
さ
れ
た
の
は
、
氏
が
挙
げ
た
伝
奏
某
御
教
書
の
年
次
を
関
連
文
書
の
（
暦

応
四
年
）
四
月
二
三
日
四
条
掻
蔭
書
状
案
に
か
け
て
、
同
年
の
も
の
と
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
家
長
の
奉
書
の
年
次
（
最
後
の
も

の
で
建
武
四
年
）
の
頃
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
元
徳
二
年
生
れ
の
義
詮
は
建
武
四
年
に
七
歳
の
幼
少
で
あ
る
こ
と
、
管
見

(62) 

の
限
り
義
詮
直
接
発
給
文
書
の
初
見
は
貞
和
三
年
ま
で
下
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
し
て
、
名
目
的
な
鎌
倉
府
の
主
帥
と
し
て
で
あ
れ
ば
と
も

か
く
も
、
建
武
四
年
段
階
で
の
「
仰
」
の
主
体
が
義
詮
で
あ
る
と
は
想
定
し
が
た
い
。
多
分
に
幕
府
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

伊
藤
氏
が
推
定
さ
れ
た
伝
奏
某
御
教
書
の
年
次
11
暦
応
四
年
は
、
こ
の
頃
は
じ
め
て
義
詮
に
鎌
倉
府
の
主
帥
と
し
て
の
名
実
が
備
わ
り
つ

高
一
族
と
室
町
幕
府
（
森
）



一
所
一
所
一
所
一
所
一
所

高
一
族
と
室
町
都
府
（
森
）

（
常
陸
国
）

つ
あ
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
で
あ
り
‘
又
こ
の
こ
と
は
‘
師
冬
が
暦
応
三
年
冬
よ
り
常
陸
南
軍
攻
略
に
発
向
、
「
経
土
逗
瓜
連
―
」

(63) 

し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

仮
に
暦
応
四
年
ま
で
に
限
る
と
、
暦
応
二
年
六
月
―
一
日
付
か
ら
同
一
＿
一
年
八
月
二
三
日
付
ま
で
一

0
通
の
師
冬
奉
書
を
見
い
だ
す
が
、

幕
府
の
二
頭
政
治
が
総
体
と
し
て
は
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
た
当
時
、

い
ず
れ
も
そ
の
「
仰
」
の
主
体
は
幕
府
（
足
利
尊
氏
・
同
直
義

(64) 

の
政
治
的
立
場
を
含
ん
だ
形
で
の
）
と
考
え
る
。
こ
の
間
も
う
一
方
の
執
事
上
杉
憲
顕
の
奉
書
が
少
な
い
こ
と
も
意
味
を
持
つ
。
い
わ
ば
、

師
冬
こ
そ
幕
府
（
そ
の
主
宰
者
と
し
て
の
将
軍
）
の
意
を
体
す
る
執
事
で
あ
り
、
そ
の
故
に
、
伊
藤
氏
の
指
摘
の
如
く
尊
氏
の
権
限
に
携

わ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
⑥
の
所
領
預
憐
・
軍
事
指
揮
権
も
師
冬
の
か
か
る
性
格
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
師
冬
の
任
務
は
義
詮
の
成

長
と
と
も
に
一
応
終
わ
っ
た
と
覚
し
い
。

伊
藤
氏
が
斯
波
家
長
に
安
堵
権
を
認
め
ず
、
直
義
に
求
め
ら
れ
た
（
②
）
の
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
師
冬
に
つ
い
て
は
同
一

尤
(65)

に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
を
論
じ
う
る
唯
一
の
史
料
は
暦
応
三
年
八
月
二
二
日
安
保
光
阿
欝
譲
状
で
あ
る
。
本
文
書
は
安
保

光
阿
が
惣
領
泰
規
・
二
男
直
実
・
三
男
彦
三
郎
に
対
し
別
個
の
譲
状
を
認
め
、
四
文
書
を
連
券
に
な
し
て
安
堵
を
請
う
た
も
の
で
あ
り
、

奥
の
余
白
に
師
冬
の
外
題
安
堵
が
付
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
第
一
文
書
と
外
題
の
部
分
と
を
掲
出
す
る
。

譲
渡
惣
領
中
務
丞
泰
規
分
事

武
蔵
国
賀
美
郡
安
保
郷
事
但
庶
子
分
有
之

同
国
児
玉
郡
枝
松
名
内
宮
内
郷
之
事

（榛）

同
国
襟
沢
郡
瀧
瀬
郷
事

児
玉
郡
枝
松
名
内
長
望
郷
事

同
国
秩
父
郡
横
瀬
郷
之
事

一
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（
異
筆

（貼
同
国
慶
西
郡
大
井
郷
三
分
壱
之
事

出
羽
国
海
辺
余
郡
内
余
部
郷
井
惣
太
郷
事

信
濃
国
小
泉
庄
内
宝
賀
郷
事
碑
庶
子
分
有

播
磨
国
佐
土
余
部
内
西
志
方
郷
之
事
麟
紅
弩

下
総
国
豊
田
弥
次
郎
入
道
跡
事

右
所
々
惣
領
中
務
丞
泰
規
所
譲
与
也
、
御
公
事
以
下
井
一
族
催
促
事
、
任
先
例
可
致
其
沙
汰
、
若
子
孫
等
中
仁
背
此
譲
状
‘
或
致
逹
乱
煩
、

或
構
儀
及
上
裁
者
、
於
彼
翡
跡
者
、
泰
規
可
申
者
也
、
伯
譲
状
如
件

暦
応
三
年
八
月
廿
二
日

一
所

「
一
見
早
、
暦
応
三
年
十
一
月
廿
四
日

師
冬
（
花
押
）
」

(66) 

外
題
安
堵
の
文
言
、
署
判
の
仕
方
は
尊
氏
・
直
義
の
事
例
と
比
べ
て
変
則
的
で
あ
る
。
同
時
期
に
直
義
の
安
堵
権
が
関
東
に
及
ん
で
い

高
一
族
と
室
町
都
府
（
森
）

一
所
一
所

…
…
…
…
…

(
0
中
略
）
…
…
…
…
…

光
阿
（
花
押
）

同
国
東
志
方
郷
事

（
那
ヵ
）

備
中
国
耶
々
智
村
事

一
所
一
所
一
所
一
所

一
七



高
一
族
と
室
町
幕
府
（
森
）

る
の
で
、
こ
の
師
冬
の
外
題
安
堵
の
効
力
を
ど
の
程
度
認
め
る
か
問
題
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
中
間
的
安
堵
権
を
師
冬

に
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
各
国
に
散
在
す
る
所
領
を
一
括
し
た
安
堵
行
為
は
鎌
倉
府
執
事
の
職
権
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
直
義
と
師
冬
の
安
堵
権
の
繋
属
関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
あ
え
て
臆
測
す
れ
ば
、
両
者
は
究
極
的
に
は
対
峙

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(67) 

③
以
下
に
つ
い
て
は
首
杓
で
き
る
。
た
だ
着
任
の
時
期
は
師
冬
の
方
が
憲
顕
よ
り
幾
分
早
か
っ
た
と
覚
し
い
。

そ
の
他
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
師
冬
の
上
洛
の
時
期
で
あ
る
。
師
冬
の
常
陸
南
軍
攻
略
は
康
永
二
年
一

一
月
の
関
・
大
宝
両
城
の
陥
落
を
も
っ
て
達
成
さ
れ
た
が
、
現
存
史
料
に
徴
す
る
限
り
康
永
三
年
二
月
頃
ま
で
は
関
東
に
滞
在
し
た
ら
し

(69) 

い
。
と
こ
ろ
が
、
康
永
四
（
貞
和
元
）
年
八
月
二
九
日
、
尊
氏
・
直
義
の
天
龍
寺
参
詣
に
随
従
し
、
又
貞
和
四
年
一

0
月
一
七
日
、
摂
津

(70) 

国
池
田
庄
内
雑
免
以
下
所
々
事
に
関
す
る
書
下
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
時
期
に
は
在
京
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
三
河

守
か
ら
播
磨
守
へ
の
転
任
は
こ
の
在
京
中
に
な
さ
れ
、
か
つ
南
軍
攻
略
の
軍
功
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
観
応

(71) 

元
年
正
月
三
日
、
鎌
倉
府
の
新
主
足
利
基
氏
の
執
事
と
し
て
再
ぴ
関
東
下
向
と
な
る
。
以
降
、
師
冬
の
直
接
史
料
に
全
く
恵
ま
れ
な
い
。

第
二
は
、
師
冬
が
関
東
の
政
治
状
況
に
対
し
て
な
げ
か
け
た
波
紋
と
、
彼
に
期
す
る
寺
社
本
所
側
の
動
き
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ

（蔵）

と
を
金
沢
称
名
寺
領
信
濃
国
大
田
庄
内
大
倉
郷
を
も
と
に
し
て
考
え
た
い
。
舟
越
康
寿
氏
は
称
名
寺
々
領
に
つ
い
て
成
立
・
展
開
、
性
格

(72) 

等
々
に
亘
る
全
面
的
か
つ
詳
細
な
研
究
『
金
沢
称
名
寺
々
領
の
研
究
』
を
著
わ
さ
れ
た
。

本
書
に
よ
り
、
行
論
上
必
要
事
項
を
要
約
す
る
。
同
寺
領
信
濃
国
大
田
庄
内
大
倉
郷
地
頭
職
は
北
条
実
時
の
妻
永
忍
の
申
請
に
よ
り
、

(73) 

延
慶
三
年
正
月
二
二
日
、
鎌
倉
将
軍
家
寄
進
状
を
も
っ
て
称
名
寺
に
寄
進
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
建
武
政
権
に
よ
り
一
旦
収
公
さ
れ
た
が
、

(74)'

（

75) 

建
武
三
年
足
利
尊
氏
か
ら
収
公
寺
領
の
返
付
を
受
け
、
同
年
足
利
直
義
か
ら
も
安
堵
さ
れ
た
。
こ
の
様
に
幕
府
は
大
倉
郷
地
頭
職
を
寺
家

(76) 

に
安
堵
し
つ
つ
も
、
又
一
方
で
は
建
武
五
年
正
月
、
こ
れ
を
島
津
宗
久
に
勲
功
賞
と
し
て
宛
行
っ
た
。
こ
こ
に
当
地
頭
職
を
め
ぐ
る
称
名

寺
と
島
津
氏
と
の
相
論
が
始
ま
る
。
寺
家
側
の
提
訴
に
よ
り
、
同
年
一

0
月
、
直
義
は
前
下
文
を
撤
回
し
、
称
名
寺
に
安
堵
し
な
お
し
た

一
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同
寺
の
所
領
回
復
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
、

で
あ
る
。

⑥
 

⑲
＿
候
欺
如
何
、
又
関
東
可
有
管
領
沙
汰
十
一
国
中
に
、
信
州
其
随
一
候
、
口
口
付
其
候
者
、
此
寺
領
之
沙
汰
ハ
、
可
為
何
様
候
哉
、
付

（
廿
ヵ
）
（
静
カ
~
）
・

8
5

是
非
可
案
内
之
旨
、
相
存
候
、
又
諸
国
之
闘
所
、
定
令
競
望
之
人
候
、
伯
此
大
蔵
を
も
指
申
人
候
欺
、
即
去
月

□

六
日
以
戒
口
房
参

師

冬

）

⑦

州
方
へ
、
触
申
京
都
御
沙
汰
之
澤
壕
け
]
(
8
0
)

ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
師
冬
が
参
河
守
を
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
文
書
は
共
に
師
冬
の
第
一
次
関
東
下
向
（
現
存
史
料
に

(81) 

よ
れ
ば
暦
応
二
年
六
月
頃
）
以
降
、
お
そ
く
と
も
貞
和
元
年
八
月
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
真
如
・
湛
容
は
称
名
寺
側
と
し
て
、

高
一
族
と
室
町
稲
府
（
森
）

進
上

(77) 
が
、
島
津
氏
側
は
了
承
せ
ず
訴
訟
は
連
年
に
亘
っ
た
。

寺
社
領
庄
園
が
在
地
領
主
に
よ
っ
て
蚕
食
さ
れ
る
の
は
当
時
の
一
般
的
傾
向
で
あ
る
か
ら
、
別
に
異
と
す
る
に
足
り
な
い
が
、
問
題
は

鎌
倉
府
執
事
高
師
冬
が
か
か
る
状
況
に
対
し
如
何
な
る
対
応
を
し
た
か
に
あ
る
。
次
の
二
史
料
に
注
目
し
た
い
。
囚
は
無
年
号
前
欠
の
真

(78)

（

79) 

如
書
状
‘
⑩
は
前
後
欠
の
湛
容
書
状
‘
掲
出
部
分
は
関
係
個
所
で
あ
る
。
（
傍
線
筆
者
）

②
 

①

（

師

冬

）

（

称

名

寺

）

R
高
参
州
御
在
鎌
倉
之
間
、
貴
寺
事
も
御
意
安
存
候
、
於
京
都
随
分
寺
訴
自
然
之
口
入
な
と
の
事
、
常
申
入
候
き
、
及
数
度
候
大
蔵
郷

③
 

事
も
嶋
津
去
状
事
を
申
候
し
程
二
、
こ
れ
は
公
方
御
奉
書
を
一
度
も
彼
仁
違
背
之
時
ハ
、
可
申
口
入
候
、
若
今
度
渡
や
申
候
ハ
ん
す

④
 

ら
ん
に
、
さ
き
を
く
む
て
申
事
難
義
之
由
、
被
仰
候
て
、
不
被
出
口
入
状
候
、
若
此
御
教
書
も
違
背
候
ハ
、
三
州
へ
此
由
京
都
雑
掌

⑤
 

僧
先
日
申
入
事
に
て
候
、
且
信
州
ハ
御
分
国
に
て
も
候
ヘ
ハ
、
可
有
御
成
敗
敗
の
よ
し
、
可
有
仰
候
哉

(
0
下
略
）

真
如
（
花
押
）

称
名
寺
侍
者
御
中

六
月
七
日

一九



師
冬
に
即
し
て
言
え
ば
、
囚
に
お
い
て
、
師
冬
の
在
鎌
倉
が
称
名
寺
に
と
っ
て
好
意
的
に
受
け
と
ら
れ
て
お
り
（
①
）
、
大
蔵
郷
地
頭
職

(82) 

を
同
寺
に
返
付
す
る
と
い
う
幕
命
（
③
）
に
今
後
、
島
津
（
宗
久
）
が
違
背
し
た
場
合
に
は
、
京
都
雑
掌
を
通
し
て
師
冬
に
申
し
入
れ
る

（
②
．
④
）
が
、
大
蔵
郷
の
属
す
る
信
濃
国
は
鎌
倉
府
の
分
国
で
あ
る
か
ら
成
敗
が
あ
る
で
あ
ろ
う
（
⑤
)
こ
と
、
又
⑲
に
お
い
て
は
、

信
濃
国
は
鎌
倉
府
の
分
国
の
中
で
最
も
そ
の
権
威
が
浸
透
す
る
国
で
あ
る
（
⑥
）
か
ら
、
猫
府
か
ら
安
堵
さ
れ
た
こ
と
を
師
冬
に
触
れ
申

す
（
⑦
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
蔵
郷
を
闘
所
地
と
称
し
て
競
望
す
る
者
か
ら
保
護
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
師
冬
は
幕
命
を
執
行
し
、
自
己
を
擁
護
す
る
存
在
と
し
て
称
名
寺
か
ら
受
け
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
は
両
執
事
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
知
る
上
で
次
の
史
料
は
重
要
で
あ
る
。
（
傍
線
筆
者
）

御
札
委
細
拝
見
候
畢

（

下

総

国

）

（

称

名

寺

）

①

抑
東
庄
上
代
郷
内
寺
領
事
、
鎌
倉
御
教
書
給
候
畢
、

④
 

可
致
沙
汰
旨
、
先
日
脚
側
ず
〗
之
間
、

八
月
廿
三
日

高
一
族
と
室
町
猫
府
（
森

難
遵
行
候
、

②
 

任
被
仰
下
之
旨
、

其
間
子
細
、

可
致
其
沙
汰
候
之
慮
、

僧
可
被
申
候
歎
、

恐
憧
謹
言
、

③
ほ
ぼ
は
2

如
此
事
、
非
参
州
御
方
御
教
書
者
、
不

(83) 

左
衛
門
尉
宗
兼
（
花
押
）

下
総
国
東
庄
内
上
代
郷
は
、
舟
越
康
舟
氏
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
二
位
大
納
言
家
を
領
家
と
し
、
千
菓
一
族
の
束
氏
が
根
本
領
主
で
あ
り
、

称
名
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
。
更
に
東
氏
と
の
下
地
中
分
の
結
果
、
寺
の
権
利
は
表
面
上
三
分
一
地
頭
職
（
実
質
は
領
主
兼
地
頭
職
）
と
な
っ

(84) 
た
。
従
っ
て
こ
れ
か
史
料
に
み
え
る
「
寺
領
」
の
実
体
で
あ
る
。

当
史
料
は
鎌
倉
府
か
ら
当
寺
領
に
お
け
る
東
氏
の
濫
妨
を
止
め
、
称
名
寺
に
渡
付
す
る
様
に
命
じ
ら
れ
た
左
衛
門
尉
宗
兼
が
高
師
冬
の

御
教
書
に
依
ら
ず
し
て
は
下
地
の
打
渡
し
が
で
き
な
い
と
訴
え
た
請
文
で
あ
る
。
文
脈
か
ら
す
れ
ば
‘
②
「
被
二
仰
下
＿
」
の
主
体
は
当
然
①

を
出
し
た
鎌
倉
府
で
あ
り
、
又
③
に
依
ら
ず
に
は
「
不
レ
可
レ
致
二
沙
汰
＿
」
と
④
「
被
二
仰
下
ー
」
た
の
は
鎌
倉
府
の
上
部
機
関
1
1
暮
府
と
み
る
べ
き

二
0



已
上

で
あ
ろ
う
。
師
冬
が
参
河
守
を
称
し
た
貞
和
元
年
八
月
以
前
に
お
い
て
、
鎌
倉
府
の
幼
主
義
詮
は
御
教
書
の
宛
所
と
は
な
り
え
て
も
、
か

か
る
所
務
沙
汰
関
係
の
御
判
御
教
書
を
発
給
す
る
に
は
早
す
ぎ
る
し
、
又
①
に
対
し
て
③
を
「
参
州
方
」
と
特
記
し
て
い
る
こ
と
、
更
に

(85) 

鎌
倉
府
執
事
の
発
給
文
書
は
直
接
受
取
人
に
対
し
て
下
達
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
伊
藤
氏
の
指
摘
か
ら
推
し
て
、
①
は
も
う
一
方
の

執
事
上
杉
憲
顕
の
奉
書
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
執
事
で
あ
っ
て
も
師
冬
の
権
限
は
憲
顕
を
凌
い
だ
と
い
え
る
。

師
冬
に
か
か
る
権
限
を
付
与
し
た
百
愈
府
の
張
本
人
は
尊
氏
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
尊
氏
側
か
ら
加
え
た
直
毅
派
抑
制
策
と
し
て
の
色
彩

が
強
く
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
観
応
擾
乱
の
伏
線
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
観
応
擾
乱
の
勃
発
以
前
に
お
い
て
は
、
所
領
宛
行
権
を
堅
持
す
る
将
軍
尊
氏
に
率
い
ら
れ
る
幕
府
が
分
裂
の
危
機

を
は
ら
み
な
が
ら
も
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
以
上
、
鎌
倉
府
の
行
政
は
将
軍
尊
氏
ー
鎌
倉
府
執
事
師
冬
の
線
で
進
行
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
師
冬
は
鎌
倉
府
を
実
質
的
に
運
営
す
る
立
場
に
あ
り
、
か
つ
幕
府
の
忠
実
な
広
域
行
政
官
で
あ
っ
た
。
師
冬
の
政
治
活
動
が
室

町
稲
府
に
対
し
て
持
つ
役
割
は
ご
こ
に
あ
る
と
考
え
る
。

り
高
氏
の
滅
亡

高
師
直
・
師
泰
・
師
冬
は
以
上
個
別
に
述
べ
た
様
に
尊
氏
の
手
足
と
な
り
、
将
軍
を
中
心
と
す
る
室
町
幕
府
体
制
の
基
礎
を
固
め
る
。

し
か
し
、
直
義
派
の
反
眼
を
受
け
、
摂
津
打
出
浜
で
の
敗
戦
、
師
冬
の
関
東
で
の
敗
北
を
経
て
、
観
応
二
年
二
月
、
上
杉
重
能
の
子
能
憲

に
よ
っ
て
武
庫
川
辺
蹄
林
寺
前
に
お
い
て
一
族
等
十
余
人
が
斬
殺
さ
れ
る
。
『
園
太
暦
』
同
二
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
殺
さ
れ
た
者
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

高
一
族
と
室
町
硲
府
（
森
）

師
直武
蔵
守
入
道

師
泰越
後
守
入
道

師
燎高
刑
部

師
夏武
蔵
五
郎

師
世越
後
大
夫
将
監

（
師
幸
）

高
備
前

（
師
素
）
豊
前
五
郎
高
南
遠
江
兵
庫
助



重
氏

高
一
族
と
室
町
僻
府
（
森
）

こ
こ
に
記
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
師
直
以
下
八
名
が
高
一
族
、
河
津
以
下
四
名
が
そ
の
被
官
で
、
文
阿
弥
・
正
阿
弥
は
時
衆
で
あ
ろ
う
。

高
南
遠
江
兵
庫
助
が
誰
を
指
す
か
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
七
名
の
高
一
族
を
系
図
の
中
で
示
す
（
『
尊
卑
分
脈
』
・
『
高
階
系
図
』
に
拠
る
）
。

(
X
印
が
殺
さ
れ
た
者
）

〈
高
氏
略
系
図
〉

開

I I I I 
師師師 師

信春行 重鼻

X X I下□ーゴ
師師師師重師X~術
幸兼秋久成泰寵
備尾刑
前張部 駿
守守大 河
輔 守

裔 x~ 師師く守師暉耐師

有景 世
夏冬

関奥 J!!l 武
束州丑 左蔵
管塑 要五
領寸 大郎

i 

重
長
ー
'|
重
成
伊
珠
守

頼
基

1

惟
宗

1

宗
継
遠
江
守

此
外
文
阿
弥
陀
仏
・
正
阿
弥
陀
仏

河
津
左
衛
門
尉
鹿
目
左
衛
門
尉
同
平
次
兵
衛
尉
~
目



武
蔵
守
師
直

長
井
大
膳
大
夫
広
秀

御
座

上
杉
弾
正
少
弼
朝
定

佐
渡
判
官
入
道
々
誉

R
『
御
評
定
着
座
次
第
』
貞
和
五
年
正
月
六
日
条

少
な
い
。

執
事
師
直
の
今
―
つ
の
重
要
な
職
能
は
武
家
評
定
（
以
下
評
定
と
略
す
）
の
指
揮
で
あ
る
。
幕
府
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
評
定
は
す

(87) 

で
に
建
武
四
年
か
ら
史
料
所
見
が
あ
る
。
し
か
し
、
評
定
の
参
加
者
は
評
定
始
と
い
う
一
種
儀
式
的
色
彩
を
持
つ
会
合
を
通
し
て
し
か
包

括
的
に
検
出
で
き
な
い
し
、
史
料
的
に
は
当
時
の
記
録
類
に
よ
っ
て
幾
分
補
い
う
る
が
、
多
く
を
貞
和
五
年
以
降
の
評
定
（
始
）
の
参
加

(88) 

者
を
し
る
し
た
『
御
評
定
着
座
次
第
』
に
拠
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
師
直
の
時
期
に
限
る
と
な
る
と
、
評
定
の
実
態
を
知
る
史
料
は
極
め
て

高
一
族
と
室
町
猫
府
（
森
）

位
尚
師
直
と
武
家
評
定

し
、
し
か
も
師
直
の
子
師
夏
を
除
い
て
‘
殺
さ
れ
た
者
す
べ
て
が
ひ
と
か
ど
の
官
職
を
得
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
高
氏
の
権
力
が
将
軍
へ
の
奉

公
関
係
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
高
氏
の
所
領
支
配
を
知
り
う
る
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
し
か
も
所
領
は
遠

(86) 

隔
地
に
点
在
し
、
支
配
は
浮
動
し
て
い
る
。
高
氏
の
権
力
は
あ
く
ま
で
将
軍
と
の
人
身
的
関
係
に
お
い
て
築
か
れ
、
土
地
支
配
を
通
し
た

経
済
的
基
盤
を
持
ち
え
な
か
っ
た
点
に
そ
の
特
質
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

高
氏
の
主
流
が
潰
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
系
図
に
示
し
た
重
茂
・
重
成
・
師
有
ら
は
生
き
の
び
て
い
る
。
高
重
茂
は
鎌
倉
府
執
事
・

幕
府
引
付
頭
人
を
歴
任
し
、
関
係
史
料
を
残
し
て
い
る
。
小
侍
所
に
任
じ
た
高
重
成
は
観
応
擾
乱
以
前
か
ら
直
義
派
に
属
し
て
い
た
形
跡

が
あ
る
。
高
師
有
は
の
ち
関
東
管
領
・
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
師
直
以
後
の
高
氏
に
往
時
の
お
も
か
げ
は
な
い
。
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御
荷
用
（
省
略
）

⑲
『
園
太
暦
』
貞
和
五
年
八
月
廿
五
日
条

伝
聞
、
武
家
物
念
已
後
、
今
日
行
評
定
於
三
條
坊
門
、

(89
)
 

佐
藤
氏
は
評
定
が
直
義
所
管
政
務
の
最
終
決
裁
機
関
で
あ
り
、
直
義
の
親
臨
指
揮
の
下
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
推
定
さ
れ
た
。
凶
の
「
御

座
」
の
人
物
は
⑲
の
「
左
兵
衛
督
」
直
義
で
あ
ろ
う
。
評
定
は
主
催
者
直
義
と
師
直
を
箪
頭
と
す
る
評
定
衆
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
又
評
定

衆
は
執
事
・
足
利
一
門
、
外
様
・
吏
僚
的
武
士
（
奉
行
人
）
か
ら
成
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(91
)
 

評
定
の
機
能
を
所
轄
事
項
か
ら
検
索
す
る
と
、

S
所
領
に
関
す
る
事
項
（
主
に
寺
社
本
所
領
）
＠
軍
議
に
要
約
で
き
る
。
い
ず
れ

も
樅
府
の
存
立
に
か
か
わ
る
最
大
問
題
と
い
う
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
最
高
議
決
機
関
た
る
所
以
で
あ
る
。
戦
略
を
評
議
し
た
点
は
動
乱
期

の
僻
府
の
守
護
に
対
す
る
処
し
方
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

前
述
し
た
様
に
、
師
直
が
直
義
の
所
務
沙
汰
権
を
制
御
し
、
か
つ
将
軍
の
親
衛
隊
長
た
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
師
直
が

評
定
制
度
を
、
将
軍
権
力
を
補
強
す
る
装
置
へ
と
導
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
高
一
族
と
室
町
幕
府

以
上
の
考
察
を
も
と
に
し
て
、
高
一
族
が
室
町
幕
府
体
制
に
対
し
て
如
何
な
る
役
割
を
果
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
執
事
制
度
の
特
質

と
條
府
成
立
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
総
括
す
る
。

宇
都
宮
遠
江
入
道
蓮
智

高
一
族
と
室
町
硲
府
（
森
）

二
階
堂
三
河
入
道
行
涯

二
階
堂
信
濃
入
道
行
珍

問
注
所
美
作
守
顕
行

ニ
四



高
一
族
と
室
町
暮
府
（
森

四
、
お
わ
り
に

の
私
的
関
係
の
中
で
形
成
さ
れ
た
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

(93) 

貞
和
五
年
閏
六
月
、
僻
府
は
一
時
的
に
執
事
師
直
を
罷
免
し
、
越
後
将
監
高
師
世
を
執
事
に
補
し
た
。
こ
の
事
実
は
執
事
の
性
格
が
未

だ
師
直
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
に
観
応
擾
乱
は
執
事
制
度
史
上
の
一
大
転
機
で
も
あ
っ
た
。

高
師
直
・
足
利
直
義
の
没
後
、
幕
府
権
力
機
構
は
一
元
化
の
方
向
を
た
ど
る
。
師
直
の
後
任
に
足
利
一
門
の
仁
木
頼
章
が
就
く
。
更
に

細
川
清
氏
・
斯
波
義
将
・
細
川
頼
之
と
続
く
に
つ
れ
て
、
執
事
の
権
限
内
容
も
変
化
を
み
せ
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
直
義
の
所
務
抄
汰

権
は
一
旦
将
軍
権
力
に
包
摂
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
執
事
に
委
任
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

師
直
に
付
せ
ら
れ
た
執
事
の
特
質
は

二
五

つ
ま
り
将
軍
権
力
の
わ
く
内
で
執
事
は
所
務
沙
汰
裁

開
創
期
に
お
い
て
室
町
樅
府
の
権
力
及
び
官
制
体
系
が
二
元
的
現
象
を
呈
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
高

氏
に
与
え
ら
れ
た
政
治
的
使
命
は
、
直
義
の
所
務
沙
汰
権
・
軍
事
指
揮
権
を
撃
肘
し
、
こ
の
二
元
的
現
象
を
将
軍
の
支
配
権
の
も
と
に
一

足
利
氏
の
根
本
被
官
高
師
直
は
樅
府
樹
立
と
と
も
に
将
軍
家
の
執
事
と
な
っ
た
が
、
主
家
と
の
家
産
的
服
属
関
係
は
継
続
し
、
そ
の
故

に
将
軍
に
近
接
し
た
位
置
か
ら
権
力
を
主
人
の
た
め
に
行
使
し
え
た
。
鎌
倉
府
執
事
斯
波
家
長
、
石
塔
義
房
、
奥
州
管
領
吉
良
貞
家
・
畠

山
国
氏
、
源
義
顕
、
細
川
顕
氏
等
が
将
士
の
た
め
に
安
堵
・
恩
賞
要
求
を
師
直
に
挙
申
し
、
又
夢
窓
疎
石
が
崇
舟
寺
の
た
め
に
彼
に
対
し

一
札
を
入
れ
、
か
つ
又
、
公
家
か
ら
も
彼
に
書
を
送
り
、
と
も
に
猫
府
へ
の
執
進
と
執
事
の
肩
入
を
依
頼
し
て
い
る
事
実
は
、
政
務
系
統

に
お
い
て
地
方
と
僻
府
を
つ
な
ぐ
結
節
点
に
位
置
し
た
執
事
の
職
制
的
性
格
を
明
示
し
て
い
る
。
彼
の
一
族
師
泰
・
師
冬
も
又
幕
府
の
支

配
体
制
上
、
重
要
な
位
置
を
占
め
、
師
直
と
共
に
将
軍
権
力
の
強
化
の
た
め
に
奔
走
し
た
。
将
軍
尊
氏
は
高
一
族
の
滅
亡
を
代
償
に
し
て

一
族
を
率
い
幕
府
の
在
立
基
盤
を
固
め
る
方
向
で
燃
焼
し
つ
く
し
た
点
‘

幕
府
権
力
の
一
元
化
を
達
成
し
た
と
い
え
よ
う
。

元
化
す
る
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。

そ
の
権
力
が
将
軍
と



許
に
か
か
わ
る
側
面
が
大
き
く
な
る
。

高
一
族
と
室
町
幕
府
（
森
）

同
時
に
執
事
は
管
領
と
職
称
を
変
え
る
。
管
領
は
有
力
守
護
で
あ
る
と
と
も
に
、
幕
府
の
官
僚
的

性
格
を
強
く
も
っ
て
く
る
。
私
自
身
は
管
領
制
度
の
成
立
を
細
川
清
氏
の
時
期
に
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

註

(
l
)
こ
の
点
に
関
説
し
た
主
な
論
著
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
①
佐
藤
進
一
氏
「
室
町
幕
府
開
創
期
の
官
制
体
系
」
（
『
中
世
の
法
と
国
家
』

昭
和
三
五
年
三
月
•
以
下
「
官
制
」
と
略
す
）
②
同
氏『日
本
の
歴
史
9

南
北
朝
の
動
乱
』
昭
和
四
0
年
一
0
月
、
③
村
尾
元
忠
氏
「
室

町
暮
府
管
領
制
度
に
つ
い
て
」
（
「
学
習
院
史
学
」
七
号
昭
和
四
五
年
―
一
月
）
④
岡
部
周
三
氏
「南
北
朝
の
虚
像
と
実
像
」第
三
章
第
三

節

昭

和

五

0
年
六
月

(
2
)
拙
稿
「
室
町
廂
府
成
立
期
に
お
け
る
将
軍
権
力
の
推
移
」
（
「
九
州
史
学
」

58
号

昭

和

五

0
年
―
二
月
）

(
3
)
渡
辺
世
祐
氏
は
『
高
階
系
図
』
・

『上
杉
系
図
大
概
』
に
拠
っ
て
、
師
直
の
妻
が
尊
氏
・
直
義
の
生
母
果
証
院
上
杉
清
子
の
妹
で
あ
り
、

関
束
足

中
心

従
っ
て
師
直
が
両
人
に
と
っ
て
季
父
に
当
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
（
渡
辺
氏
『

利
時
代
之
研
究
』
一
三
四
頁
）
。

(
4
)
『大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
一
、
七
五
四
頁

(
5
)
『新
撰
日
本
古
典
文
庫
』

3
、
六
五
頁

『建
武
年
間
記
』
は
建
武
三
年
二
月
制
定
の
窪
所
番
文
を
載
せ
る
。
し
か
し
『
梅
松
論
』
所
載
の
構
成
員
と
符
合
す
る
の
は
富
部
信
連
の
み

で
あ
る
。
建
武
三
年
二
月
は
尊
氏
の
建
武
政
権
離
叛
以
後
で
あ
る
か
ら
師
直
が
こ
れ
に
加
わ
る
は
ず
は
な
く
、
両
書
の
記
載
は
同
一
時
期
の

も
の
で
は
な
い
。

『梅
松
論
』
の
記
載
は
建
武
政
権
下
の
窪
所
の
構
成
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
い
。

(
6
)
「
尊
氏
な
し
と
い
ふ
詞
を
好
み
つ
か
ひ
け
る
」
（
「
虚
宝
梅
松
論
』

．
『新
撰
日
本
古
典
文
庫
』
3
、
六
六
頁
）
と
い
う
言
薬
に
象
徴
さ
れ

る。

(
7
)
同
氏

「日
本
の
歴
史
9

南
北
朝
の
動
乱
』
ニ
―
―
ー
ニ
―
二
頁

(
8
)
『大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
、
九
四
七
頁

(
9
)
「
祇
固
社
記
続
録
第
二
」
（
『八
坂
神
社
記
録
j

下
五
三
五
頁
）

(10)
「
郡
司
文
書
」
（
『
日
向
国
荘
園
史
料
』
日
九
二
頁
）

(11)
「
東
文
書
」
。
奉
書
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
書
止
は
「
所
被
仰
下
也
、
伯
執
達
如
件
」
と
な
っ
て
い
る
。
通
例
の
書
止
め
様
式
か
ら
す

れ
ば
変
則
的
で
あ
る
。
『
大
日
本
史
料
j

の
編
者
の
言
は
こ
れ
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(12)
「
安
保
文
書
」
（
福
岡
市
・
竹
中
寿
氏
所
蔵
）

(13)
岩
田
佐
平
氏
所
蔵
文
書

(14)
こ
の
説
の
根
拠
は
、
主
に
幕
政
の
基
幹
を
な
す
侍
所
・
問
注
所
・
恩
賞
方
・
安
堵
方
等
の
政
治
機
関
の
設
置
と
幕
政
の
大
綱
を
掲
示
し
た

二
六



111
旬
氏
〉
（
饂
111
碩
氏
）

「
建
武
式
目
」
の
制
定
と
に
あ
る
。
今
―
つ
付
言
す
る
な
ら
ば
、
建
武
三
年
二
月
一
五
日
阿
波
守
・
兵
部
少
輔
連
署
奉
書
（
「
染
谷
文
書
」
）
、

同
年
四
月
一
五
日
同
上
（
「
橡
州
松
山
旧
記
」
）
、
同
年
五
月
一
五
日
同
上
（
「
菅
生
文
書
」
）
、
同
年
二
月
ニ
―
日
石
塔
義
慶
奉
書
（
「
熊
野

早
玉
神
社
文
書
」
）
、
同
年
一0
月
二
二
日
源
長
氏
•
藤
原
勝
広
連
署
奉
書
（
「
南
路
志
」
）
の
書
止
文
言
の
う
ち
、
前
三
者
が
「
依
将
軍
家
仰
、
下

知
如
件
」
と
い
う
関
東
下
知
状
の
形
式
を
残
し
‘
又
後
二
者
が
「
依
将
軍
家
仰
、
執
達
如
件
」
と
い
う
関
東
御
教
書
の
形
式
を
残
し
て
い
る
点

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
建
武
三
年
の
段
階
で
僻
府
再
興
の
気
運
が
熟
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(15)
「
松
尾
月
読
社
文
書
一
」

(16)
粂
山
浩
然
氏
「
室
町
僻
府
の
草
創
期
に
お
け
る
所
領
に
つ
い
て
」
（
「
中
世
の
窓
」

12

昭
和
三
八
年
四
月
）
一
九
ー
ニ

0
頁
参
照

(17)
『
公
卿
補
任
』

・
「足
利
官
位
記
』

(18)
『
武
家
年
代
記
』

(19)
師
直
は
③
で
三
河
権
守
を
称
し
、
又
④
で
既
に
武
蔵
守
を
称
し
て
い
る
。
し
か
し
他
の
史
料
に
拠
れ
ば
、
建
武
五
年
五
月
頃
ま
で
は
武
蔵

権
守
が
正
式
官
途
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(20)
「
小
早
川
家
文
書
」

(21)
盛
時
の
師
直
は
か
か
る
場
合
、
供
奉
人
の
筆
頭
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

(22)
管
見
の
限
り
、
師
直
の
「
武
蔵
権
守
」
の
位
署
の
所
見
は
建
武
五
年
二
月
五
日
施
行
状
案
（
「
山
内
首
藤
家
文
書
」
）
に
お
い
て
が
最
後
で
、

同
年
五
月
―
一
日
感
状
（
「
日
根
文
書
」
）
よ
り

「
武
蔵
守
」
で
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
間
に
転
任
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
佐
藤
進
一
氏
は
す

で
に
こ
の
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
室
町
僻
府
守
護
制
度
の
研
究
」
上
・
一
三
三
頁
）
。

(23)
「
官
制
」
四
六
六

1
四
七
一
頁

(24)
「
官
制
」
四
五
四
頁

(25)
「
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
』
（
昭
和
十
八
年
四
月
）
八
二
頁

(26)
「
官
制
」
四
五
四
頁

(27)
「
官
制
」
四
九
一

1
四
九
二
頁

こ
の
点
に
つ
い
て
は
疑
点
が
あ
る
。
ま
ず
直
教
敗
走
の
観
応
二
年
八
月
l

日
以
降
、
復
活
説
の
論
拠
史
料
の
日
付
翌
三
年
五
月
一
日
ま
で
の

（
継
川

“
m
春
ヵ
）

日
讃
岐
守

、
111
蘭

氏

）

東

寺

百

。

h
i
"
）

間
に
お
い
て
、
引
付
奉
書
の
存
在
が
知
ら
れ
る
（
①
正
平
七
年
二
月
二
五
日
陸
奥
守
奉
書
〈
二
通
〉
②
同
七
年
二
月
[
!
_
]

古
簡
）

合
文
書

(iii
宗

巖

）

走

湯

山

奉
書
同
③
同
七
年
閏
二
月
一
六
日
前
遠
江
守
奉
書
文
害
④
観
応
三
年
三
月
二
九
日
沙
弥
奉
書
雑
簗
し
、
又
佐
藤
氏
が
挙
げ
ら
れ

た
史
料
所
見
は
、
足
利
義
詮
の
急
激
な
親
裁
権
強
化
と
い
う
事
態
を
併
考
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
引
付
方
廃
止
説
を
も
た
ら
す
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
引
付
方
は
存
続
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(28)
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
上
、
一
三
ニ
ー
一
三
三
頁

(29)
観
応
元
年
八
月
九
日
（
「
安
保
文
書
」
）

高
一
族
と
室
町
猫
府
（
森
）

二
七



高
一
族
と
室
町
猫
府
（
森
）

(30)
貞
和
三
年
一

0
月
一
九
日
（
「
□

靡
山
中
文
書
」
）

(31)
暦
応
四
年
八
月
七
日
（
「
離
宮
八
幡
宮
文
書
こ
）

貞
和
二
年
五
月
一
九
日
（
「
南
狩
遣
文
＝
さ

観
応
元
年
―
二
月
日
（
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」）

(32)
「
足
利
直
義
の
立
場
そ
の
一
」
（
「
古
文
書
研
究
」

6
号
昭
和
四
八
年
一

0
月
）
八
頁

(33)
管
見
に
及
ん
だ
証
判
は
、
観
応
二
年
八
月
一
八
日
中
原
氏
等
著
到
状
（
「
広
峰
神
社
文
書
」
）
に
加
え
た
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
擾
乱

勃
発
後
の
も
の
で
あ
る
。

(34)
前
掲
拙
稿
参
照
。

(35)
『
日
本
の
歴
史
9

南
北
朝
の
動
乱
』
ニ
―
―
二
頁

(36)
「園
太
暦
』
貞
和
三
年
―
二
月
一
八
日
条
に
「
今
夜
戌
刻
武
蔵
守
師
直
発
向
河
州
、
舎
弟
師
泰
於
淀
辺
相
待
」
（
傍
点
箪
者
）
と
み
え
、
又

『尊
卑
分
脈
』
嗜
に
は
「
師
泰
“
“
臼
珈
頭
瑾
」
と
み
え
る
。

(37)
建
武
二
年
十
一
月
六
日
足
利
尊
氏
侍
所
頭
人
等
連
署
奉
書
写
（
「
天
野
文
書
」）

高
師

(38)
建
武
三
年
八
月
日
尾
張
守
侭
禁
制
（
「
法
陥
寺
文
書
」
）
。
或
い
は
権
官
の
ま
ま
で
守
を
名
の
っ
た
こ
と
も
あ
り
う
る
。

(39)
管
見
の
限
り
、
師
泰
の
越
後
守
と
し
て
の
史
料
初
見
は
、
建
武
四
年
―
二
月
五
日
引
付
頭
人
奉
書

（
「
金
沢
文
庫
古
文
書
―
」
)
の
宛
所
に

お
い
て
で
あ
り
、
署
判
例
と
し
て
は
建
武
五
年
四
月
二
日
禁
制
写
（
『
満
願
寺
文
書』

52
号
）
で
あ
る
。

(
4
0
)「室
町
稲
府
守
護
制
度
の
研
究
』
上
‘
―
ニ
・
ニ
―
•
八
七
・
ニ
七
三
頁

(41)
「
官
制
」
四
六
四
頁
、
羽
下
徳
彦
氏
「
室
町
幕
府
侍
所
頭
人
付
、
山
城
守
護
補
任
沿
革
考
証
稿
」
（
「
東
洋
大
学
紀
要
」
文
学
部
楊
第
16
集
・

昭
和
三
六
年
―
二
月
）
七
八
頁

(42)
足
利
尊
氏
侍
所
頭
人
等
連
署
奉
書
写
（
「
天
野
文
書

＿）

鎌
倉
中
入
口
内
稲
村
崎
替
固
事
、
一
族
相
共
可
致
厳
齊
之
沙
汰
、
若
緩
怠
者
、
河
被
慮
罪
科
之
状
、
依
仰
執
達
如
件

建

武

二

年

十

一

月

六

日

散

位

（

長

押

）

尾
張
権
守
（
長
押
）

天
野
安
譴
ゼ
郎
殿

(43)
前
掲
拙
稿
参
照

(44)
『
祇
園
執
行
日
記
』

・
「康
富
記
』
等
々

(45)
『園
太
暦
』
貞
和
五
年
―
二
月
六
日
条

(46)
直
冬
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
瀬
野
精
一
郎
氏
「
足
利
直
冬
」
（
『室
町
幕
府
そ
の
実
力
者
た
ち
』
昭
和
四

0
年
七
月
）
、

ニ
八

川
添
昭
二
氏
「
九
州



高
一
族
と
室
町
稲
府
（
森
）

二
九

②
貞
和
元
年
―
一
月
九

に
お
け
る
観
応
政
変
ー
足
利
直
冬
発
給
文
書
の
考
察
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
九
州
史
研
究
j

昭
和
四
三
年
六
月
）
に
詳
し
い
。

(47)
「
官
制
」
四
六
九
頁

(48)
『
室
町
暮
府
守
護
制
度
の
研
究
』
上
、
一
八
ー
一
九
頁
、
ニ
―
頁

(49)
「
戦
国
大
名
の
構
力
構
造
」
（
「
歴
史
学
研
究
」
一
六
六
号
、
昭
和
二
八
年
―
一
月
）
一
頁

(50)
正
月
二
二
日
高
師
泰
書
状
、
九
月
一
四
日
同
（
両
者
共
無
年
号
）
（
「
蒲
神
社
文
書
」
）

(51)
「
半
済
制
度
の
成
立
」
（
「
史
潮
」
五
八
号
、
昭
和
三
一
年
四
月
）

(52)
師
泰
が
当
該
時
期
に
お
い
て
河
内
国
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
は
佐
藤
氏
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。
（
「室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
j

上、

四
ー
一
三
頁
）

(53)
『
尊
卑
分
脈
』
高
階
氏
・
『
高
階
系
図
j

• 

『
諸
系
図
』
・
『
太
平
記
』
巻
29
師
冬
自
害
事
付
諏
方
五
郎
事

(54)
佐
藤
氏
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
上
、
五
九
頁

(55)
右
同
書
五
九
頁
、
六
二
頁
、
一
三
二
頁

(56)
「
市
河
文
書
」
に
よ
る
。

(57)
師
冬
は
関
東
下
向
以
前
、
著
到
状
・
軍
忠
状
証
判
六
通
（
建
武
三
年
三
通
、
建
武
五
年
三
通
）
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て

京
都
近
辺
で
の
合
戦
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
師
泰
の
事
例
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。

(58)
『
鴫
鐸
足
利
時
代
之
研
究
』
一
三
九
頁

(59)
「
室
町
稲
府
守
護
制
度
の
研
究
』
上
、
一
三
三
頁

(60)
管
見
に
及
ん
だ
か
か
る
文
書
の
初
見
は
、
暦
応
二
年
六
月
―
一
日
師
冬
奉
害
（
「
安
保
文
書
」
）
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
頃
す
で
に
師
冬
は

鎌
倉
府
執
事
と
し
て
行
政
面
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(61)
①
「
『
初
期
鎌
倉
府
]
小
論
」
（
「
文
化
」
三
二
巻
四
号
・
昭
和
四
四
年
三
月
）
②
「
鎌
倉
府
覚
書
」
（
「
歴
史
」
四
二
号
・
昭
和
四
七
年

四
月
）

(62)
貞
和
三
年
七
月
二
日
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
（
「
杉
家
文
書
」
）

(63)
（
興
国
二
年
）
二
月
一
八
日
北
畠
親
房
書
状
写
（
「
嗜
結
城
文
書
」
）

(64)
管
見
に
及
ん
だ
の
は
、
暦
応
三
年
六
月
二
二
日
奉
書
（
「
長
楽
寺
文
書
」
）
の
み
で
あ
る
。

(65)
安
保
文
書
（
横
浜
市
立
大
学
図
書
館
蔵
）

(66)
①
暦
応
三
年
五
月
一
七
日
足
利
直
義
下
知
状
（
「
田
代
文
書
」
伊
豆
国
狩
野
庄
内
田
代
郷
以
下
の
紛
失
安
堵
）

．
日
足
利
直
義
御
教
書
（
「
円
覚
寺
文
書
」
相
摸
国
山
内
庄
秋
庭
郷
内
信
濃
村
の
安
堵
）

(67)
註

(59)

・
(63)
参
照

(68)
康
永
三
年
二
月
日
別
府
幸
実
軍
忠
状
証
判
（
「
集
古
文
書
」
）
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評
定
の
構
成
は
④
義
詮
（
義
満

一
五
一
号
）

五
五
二
八
号
）

(69)
『師
守
記
』
同
日
条

(70)
「
集
古
文
書
」

(71)
「祇
園
執
行
日
記
』

(72)
「
横
浜
市
立
大
学
紀
要
」
第
九
・
十
号
（
昭
和
二
七
年
六
月
）

(73)
『金
沢
文
庫
古
文
書
』
第
七
輯
五
五
二
八
号

(74)
建
武
三
年
七
月
十
八
日
足
利
尊
氏
御
教
書
案
（
「
保
坂
潤
治
氏
所
蔵
文
書
」
）

(75)
建
武
三
年
―
二
月
一
日
足
利
直
義
御
教
書
案
（
『
金
沢
文
庫
古
文
書
j

旧
第
一
輯

(76)
建
武
五
年
正
月
二
四
日
足
利
尊
氏
下
文
（
『
翫
廷

m島
津
家
文
書
』
一
六
三
号

(77)
暦
応
元
年
―
二
月
一
七
日
足
利
直
義
安
堵
御
教
書
案
（
『金
沢
文
庫
古
文
書
j

第
七
輯

(78)
金
沢
文
庫
文
書
（
云
翌
韮
譴
立
」

査
料
編
3
)

(79)
同
右
（
同
右
二
六

0
頁）

(80)
本
文
書
は
墨
線
を
も
っ
て
紙
面
を
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
み
て
用
い
る
に
た
え
る
史
料
と
思
わ
れ
る
。

(81)
藤
枝
文
忠
氏
は

(
B
)
の
書
状
の
年
代
を
湛
容
の
称
名
寺
の
実
務
へ
の
か
か
わ
り
方
か
ら
考
察
し
、
暦
応
元
年
冬
の
頃
の
も
の
と
推
定
さ

れ
た
（
「
室
町
初
期
信
濃
国
統
轄
を
め
ぐ
る
京
・
鎌
倉
の
対
立
」
・
「
日
本
歴
史
」
二
六
六
号
昭
和
四
五
年
七
月
）
。
高
師
冬
の
官
途

「
参
州
」
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
に

「
参
州
」
の
史
料
所
見
は
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
任
官
し
て
い
た
可
能
性

は
あ
る
。
し
か
し
、
文
脈
か
ら
し
て
、
師
冬
の
在
鎌
倉
と
い
う
条
件
を
加
え
た
方
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(82)
「
公
方
御
奉
書
」
と
は
尊
氏
の
命
を
受
け
た
執
事
師
直
か
引
付
頭
人
の
奉
書
で
あ
ろ
う
。
現
存
文
書
中
に
相
当
す
る
文
書
は
見
当
ら
な
い

が
、
暦
応
元
年
―
二
月
の
直
義
御
教
書
（
註

(77)
）
の
内
容
を
引
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
又
④
に
み
え
る
「
此
御
教
書
」
も
同
内
容
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
（
「
神
奈
川
県
史
j

査
料
一

編

3

、
ニ
ニ
ー
頁

(83)
金
沢
文
庫
文
書

(84)
『金
沢
称
名
寺
々
領
の
研
究
』
六
六
ー
六
八
頁

(85)
伊
藤
氏
前
掲
論
文
①

‘
1
0六
i
-
―
―
頁

(86)
日
向
国
島
津
庄
・
国
富
庄
内
の
師
直
領
に
つ
い
て
は
山
口
隼
正
氏
「
前
期
室
町
幕
府
に
よ
る
日
向
国

「領
国
j

化
」
（
「
日
本
歴
史
」

329
号

昭
和
五

0
年
一

0
月
）
参
照

(87)
追
加
法
第
一
条
（
追
加
法
の
条
数
は

『中
世
法
制
史
料
集
立
工
旺
府
法
j

に
拠
る
）

(88)
「群
書
類
従
」
第

一
八
輯
雑
部

(89)
「
官
制
」
四
八
三
頁

(90)
以
降
の
評
定
（
始
）
の
事
例
を
も
含
め
て
考
察
す
れ
ば
、

＠
執
事
（
管
領
）
、

C
）
奉
行
人
層
を
不
動

゜
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部
分
と
し
、
こ
れ
に
有
力
守
護
が
加
わ
る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

構
整
備
に
よ
る
安
定
し
た
幕
府
運
営
が
期
さ
れ
た
証
左
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

(91)
追
加
法
第
一
条
・
ニ

0
条

(92)
「園
太
暦
』
観
応
元
年
―
一
月
二
五
日
条
、
同
二
年
八
月
六
日
条
、
同
年
―
二
月
一

0
日
条

(93)
『
建
武
三
年
以
来
記
』
貞
和
五
年
閏
六
月
一
五
日
、
同
二

0
日
条

〔
付
記
〕
成
稿
後
、
大
高
重
成
に
関
す
る
貴
重
な
論
文
と
し
て
、
三
浦
孝
太
郎
氏

そ
の
一
、
そ
の
ニ
ー
」
（
「
歴
史
研
究
」

168.169
号
昭
和
五

0
年
一
・
ニ

お
き
た
い
。

（
昭
和
五

0
年
一

0
月
三
日
稿
畢
）

「
高
一
族
と
足
利
氏
の
関
係
に
つ
い
て
—
’
—
大
高
重
成
を
中
心
に

月
）
を
知
っ
た
。
本
稿
で
は
直
接
ふ
れ
え
な
か
っ
た
が
、
記
し
て

最
も
固
定
し
て
く
る
の
は
◎
で
あ
り
、
官
僚
機




